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平成３０年度上期三原市水道事業の財政事情について 

（平成３０年４月１日から平成３０年９月３０日まで） 

平成３０年度上期における三原市水道事業の財政状況の概要は，次のとおりです。 

（経営成績） 

 損益計算書に示すとおり，事業全体の収支は収益合計１３億４７８万円，費用合計１２億 

６，９５５万円で差引３，５２３万円の黒字となっています。 

 収益は，営業収益が １０億４，１４３万円，そのうち給水収益が １０億３，９６５万円と

なっており，営業外収益が２億６，３１２万円，特別利益が２３万円となっています。 

 一方，費用は，営業費用が １１億６，０２５万円，営業外費用が １億９２５万円，特別損

失が ５万円となっています。 

 以上の結果，総収益対総費用は１０２．８％となりました。 

（財政状態） 

 貸借対照表に示すとおり，資産の部は，固定資産が２８７億６，２５７万円，流動資産が  

２０億３，２５１万円，繰延勘定が１１３万円となっています。 

 負債の部は固定負債が １３８億１，３７３万円，流動負債が ６億１，０３３万円，繰延収

益が５１億７，６３０万円となっています。 

資本の部は資本金が１０２億７，６５４万円，剰余金が８億８，４０８万円となり，当期純

利益が３，５２３万円となっています。 

（予算執行状況） 

 収益的収入は ３８．４％の収入率，収益的支出は ３４．８％の執行率，資本的収入は   

７．９％の収入率，資本的支出は５４．３％の執行率となっています。資本的収入の数値が低

いのは，大半が下期において収入されるためです。 

（結び） 

 年度当初に水道料金を改定したことにより，７・８月の給水収益は前年を大きく上回りまし

た。しかし，平成３０年７月豪雨により発生した断水状態からの回復に多額の経費を要し，ま

た，水道料金の一律減免の実施により９月水道料金が大幅に減少したことなどから，水道料金

改定による収支改善の効果は限定的となりました。 

この状況の下，平成３０年度上期においては，かろうじて当期純利益を計上していますが，

下期も引き続き災害復旧に係る支出等が見込まれることから，決算時においては，非常に厳し

い経営状況となることが予想されます。 

下期においては，災害復旧や被災施設の機能強化に優先的に取り組むとともに，より一層の

経営の効率化を図り，安全で良質な水を安定して供給できるように努めてまいります。 














